


経営学部開設１０周年記念号に寄せて

近畿大学経営学部は，開設から平成２５年３月をもって１０年の歳月を経てき

たことになります。ここに開設１０周年を迎え，それを記念して『経営学部開

設１０周年記念論文集』を刊行する運びとなりました。

近畿大学経営学部は，商学部（昭和２４年３月，設置），商経学部（昭和２８年

４月，設置）において培われた伝統を継承しつつ，新たに生まれ変わった学

部といえます。すなわち，平成１５年４月，商経学部を発展的に改組すること

により，経済学部とともに新たに発足しました。経営学部は，「ヒト」，「モ

ノ」，「カネ」，「情報」という４つのキーワードを主な対象として，現代の変

化に富む企業社会で活躍する有為な人材の育成を目的に現実のビジネスに関

する専門教育を行っております。発足当時の経営学部は経営学科と商学科の

２つの学科から構成されていました。平成１８年に会計学科，平成１９年には

キャリア・マネジメント学科を増設し，現在，経営学部は経営学科・商学科・

会計学科・キャリア・マネジメント学科の４学科体制で構成されています。さ

らにコース制を設置し，経営学科には企業経営コース，IT ビジネスコース，

スポーツマネジメントコース，商学科にはマーケティング戦略コース，観

光・サービスコース，貿易・ファイナンスコースを設けて，専門教育の履修

の体系化をはかっています。

経営学部の４つの学科のめざす目標についてみますと，経営学科では，経

営のコンセプトを学び，新時代のビジネスに対応した企業・人材のマネジメン

ト力，情報管理能力を有する人材の育成に，商学科は市場の創造の理論と手

法を学び，戦力的な思考能力と国際感覚をもった人材の育成に，それぞれ目

標をおいています。そして，会計学科では企業経営の計数的把握にベースを

おき，職業会計人や会計に精通した経営者・管理者の育成に，キャリア・マ

ネジメント学科は人材・組織の創造に着目して，新しい時代のリーダーや人材

マネジメントのプロの育成に目標をおいています。いずれの学科も，未来指

向型の実学の精神を根底におき，学部の教育理念としての「ビジネスの中核



を担う企画力と実行力をもつ有為な人材の育成」を行うための教育が実践さ

れています。

周知のように，平成２０年に中央教育審議会によって公表された「学士課程

教育の構築に向けて」では，学部学生の学士力の強化，そして学士教育の質

保証のために教員の教育力向上が求められています。高等教育政策の目標と

しては，国際競争に堪える「質の向上」と社会の求める「質の確保」があげ

られています。大学という教育現場で学士教育の質の向上・質の確保を図る

取り組みを行うには，それを裏付けるものが必要であることは言うまでもあ

りません。教育活動の取り組みのベースとなるもの，それこそが大学教員一

人ひとりの確固たる信念に基づく研究活動といえます。つまり，研究活動を

土台として行われる教育活動によって，はじめて学士教育の質の向上と質の

確保が保証され，学士力の強化が可能になるといえるでしょう。したがって，

ここに『経営学部開設１０周年記念論文集』を刊行することは，熱き情熱に燃

える諸先生方の研究活動の成果を世に問うものであり，意義あることといえ

ます。この記念論文集の刊行を機に，経営学部は伝統に創意を重ねて，「人に

愛される人，信頼される人，尊敬される人」を世に送り出すために，さらに

教育・研究に尽力する所存であります。そして，激動する企業社会を見据え

たビジネス教育と研究の拠点としての歩みを確かなものにしたいと存じま

す。

　『経営学部開設１０周年記念論文集』の出版に際しましては，清水由洋理事長，

塩�均学長をはじめ大学関係者の皆様からご理解とご援助を賜りました。ま

た，論文をご寄稿いただきました諸先生をはじめ，『経営学部開設１０周年記念

論文集』編集委員会の先生より多大なご尽力をいただきました。お蔭をもち

まして記念論文集を刊行することができましたことは，ひとえに皆様のご協

力の賜物であると深く感謝し，厚くお礼申し上げます。そして，経営学部の

開設１０周年を一つの節目とし，未来に向かって経営学部がさらに飛翔するこ

とを祈念するものであります。

近畿大学経営学部長  　　

山 口 忠 昭 　
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編 集 後 記

『経営学部開設１０周年記念論文集』が無事刊行の運びとなりました。原稿を

お寄せくださった先生方に感謝申し上げます。

前身である商経学部が経営学部と経済学部に改組されて早１０年。商経学部

時代の雰囲気を知る数少ない教員の１人となった私が，記念論文集の編集作

業に携わることができたこと，大変嬉しく思っています。

『商経学叢』の編集経験のないまま編集部会長を仰せつかり，初めて取りか

かった仕事が本論文集の編集作業でした。右も左もわからぬ素人編集部会長

のもとでも，このように立派な論文集が刊行できたのは，下記にお名前を記

した編集部会の先生方のご協力があったからです。ここにあわせて，感謝申

し上げます。ありがとうございました。

経営学部広報・編集委員会　編集部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部会長　和 田 博 志

　　　　　　　　　　荒 川 一 彦

　　　　　　　　　　峰 滝 和 典

　　　　　　　　　　田 中 智 泰

　　　　　　　　　　玉 置　 了

　　　　　　　　　　山 縣 正 幸
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